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事例 小学校図画工作科（造形遊び） 西濃地区（Ｋ小学校）

１ 題材について

対 象 学 年 小学校 第３学年

学習指導要領 第３学年及び第４学年の内容 表現（１）ア、イA

題 材 名 「ふくろでふわふわ」 （全４時間）

題 材 目 標 ○袋という材料への興味から造形活動に関心をもち、体全体を十分に使って、つ

くりたいものを思いついたり、活動したりする。

【造形への関心・意欲・態度】

○体全体の感覚を生かして、袋状の形からどんなものができそうか考え、自分の

つくりたいものを思いつくことができる。

【発想や構想の能力】

○自分の思いをもとに、大きさ、形、色の組み合わせなどを工夫してつくること

ができる。

【創造的な技能】

○お互いの発想のよさ、形の面白さ、組み合わせの美しさ等を伝え合い、自他の

作品のよさを見つけることができる。

【鑑賞の能力】

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○題材指導計画作成上の工夫

・４観点から、本題材の基礎的・基本的な内容を具体化し、単位時間における指

導内容を明確にする。特に、袋の形の生かし方、色の組み合わせ方について、

材料やまわりの環境との関わりを意識して工夫できるようにする。

、 、・袋という形状の面白さ ビニールという材質の特徴を十分味わえるような場面

場所を確保し、作品へのイメージを大いに膨らますことができるようにする。

○単位時間における工夫

・袋状の形の特徴から、どんなものがつくれるか単純な接合の例を示 したり、

遊んだりしながら想像できるようにする。

・袋のつなぎ方、ふくらませ方が分かる具体的な資料を提示し、自分の興味や好

みにしたがって、思い思いの作品づくりができるようにする。

・設置する場、飾り方など、作品への思いが広がるような提案をし、遊び方が工

夫できるようにする。

・ねらいから見た児童の課題を作品や観察等から把握し、評価規準をもとに個に

応じた指導・援助ができるようにする。

参 考 資 料 ①学習プリント

②指導資料･･･袋の接合の仕方、ふくらませ方、その他の材料

③評価の補助簿
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２ 題材の評価規準

造形への関心･意欲･態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力a b c d
【表現】 材料や場所の特徴を 材料や場所の特徴を 表し方や材料の感

、材料や場所をもとに、楽し 見付け、ものをつく もとに、組み合わせ じの違いが分かり

内 く表しながら、体全体を働 った経験などをもと る、形を変えてつく 親しみのある美術

容 かせたり、みんなで話し合 に、つくりだす能力 るなどしながら、そ 作品やその制作の

の ったりしながら、自らつく などを働かせ、発想 れらの美しさや面白 過程などのよさや

まご りだす造形活動を楽しもう したり、みんなで話 さ、表し方の感じの 面白さなどについ

とと とする。 し合って考えたりす 違いに関心をもち、 て、話し合うなど

。まの 【鑑賞】 る。 体全体の感覚やつく 関心をもって見る

り評 自分たちの作品や身近な造 りだす能力、デザイ

価 形品などの表し方や材料に ンの能力などを働か

規 よる感じの違い、よさや面 せて、表し方を工夫

準 白さなどに関心をもとうと する。

する。

体全体を十分に使って材料 袋という形の特徴を 自分の思いをもと 自分や友だちの作

題 の魅力を感じ取り、つくり 生かして、全体の形 に、つなぐ、ふくら 品を見たり触れた

材 たいものを思いつくことや や色の組み合わせの ます、色を組み合わ りしながら、感じ

の評 活動することを楽しんでい イメージをから、ど せる等のつくり方を たことを話し、そ

価 る。 んなものをつくろう 選択し、自分なりに れぞれのよさを見

規 か思いつくことがで 工夫しながらつくっ 付ける。

準 きる。 ている。

①手や体全体の感覚を働か ①つないだりふくら ①粘着テープでつな ①友人や自分の表

せて、材料の色の組み合 ませたりして形を いだり、カッター し方の違いに関

単 わせの美しさや形の面白 変えたときの面白 ナイフで切ったり 心をもち、美し

位 さなどを表そうとする。 さや色の組み合わ して、思いのまま さや面白さの感

時 ②袋の形や色の感じ、手に せによる美しさな つくり直したりし を話したり伝え

間 取った感じなどいろいろ ど、自分の感じ方 ながら、表し方を たりする。

に具 な感じの中から、材料や を大切にし、想像 工夫する。

お体 つくり方を選んだり、決 をふくらませる。 ②ビニール袋に描き

けの めたりする。 ②つくった作品にか 加えたり、他の材

る評 かわり、自分なり 料を貼り付けて飾

価 に遊び方を考えた ったりして自分の

規 り、飾る場所を選 思いに合った表現

準 んだりする。 の工夫をする。
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３ 指導と評価の計画（全４時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○材料の特徴 〈 －①〉 ○発言 ○参考作品を示a
を生かした 袋を使った作品づくり ○手や体全体の ○観察 し、手に取っ

作品づくり に興味をもち、感じた 感覚を働かせ ・参考作品や材 て触れる場を

をすること ことを大切にしながら て、色の組み 料を見て感じ もちながら、

が分かり、 つくりたいものを思い 合わせの美し たことやつく 材料のよさが

願いをもと つく。 さや形の面白 りたいと思っ 伝わるように

うとする。 さなどを表そ たことを進ん 紹介する。

○参考作品や材料を見た うとする。 で話そうとし

り、実際に手に取って触 〈 －②〉 ているか。 ○友だちと話しa
、れたりしながら、感じた ○袋の形や色の ・参考作品や材 合ったりして

ことを話す。 感じ、手に取 料を進んで手 つくりたいも

った感じなど に取って、感 のを協力して

○感じたことをもとに、ど から、材料や 覚で味わおう つくれるよう

んなものをつくろうか思 つくり方を選 としている にする。

いつく。 んだり、決め か。

たりする。

２ ○願いをもと 〈 －①〉 ○観察 ○形や色についb
に想像をふ 袋状の形をもとに、つ ○つないだりふ ○作品 て、自分のイ

３ くらませ、 なぐ、切る、ふくらま くらませたり ○聞き取り メージや好み

材料の変 せる、色を組み合わせ して形を変え ○写真 を話すことが

形、色の組 るなど表し方を工夫し たときの面白 ○ できるよう机VTR
み合わせを てつくる。 さや色の組み ・材料に向か 間指導する。

思い思いに 合わせによる い、広げる、

発想してつ ○全体の形や大きさ、色の 美しさなど、 並べるなどし ○粘着テープで

くる。 組み合わせのイメージを 自分の感じ方 て、どのよう とめるときの

ふくらませながらつくっ を大切にし、 に手を加えよ 留意点、カッ

ていく。 想像をふくら うか考えてい ターナイフの

ませる。 るか。 安全な使い方

○切り込みを入れたり、粘 〈 －①〉 ・つくり方を決 がよく理解でc
着テープでとめたり、自 ○粘着テープで め、用具を安 きるよう資料

分の思いに合わせて工夫 つないだり、 全に使いなが を用いて指導

しながらつくる。 カッターナイ ら、自分の思 する。

フで切ったり いに合った表

○荷作りテープ、色紙、カ して、思いの 現をしようと ○袋の他に使え

ラーペン等、身の回りに ままにつくり しているか。 そうな材料を

あるものを生かしてつく 直したりしな ・他に使えそう あらかじめ準

る。 がら、表し方 な材料を求め 備しておく。
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を工夫する。 たり、友だち

〈 －②〉 の作品から学c
○ビニール袋に んだりして、

描き加えた 工夫のあるも

り、他の材料 のをつくろう

を貼り付けて としている

飾ったりして か。

自分の思いに

合った表現を

する。

４ ○自分や友だ 〈 －②〉 ○観察 ○友だちの作品b
ちの作品の つくったもので遊んだ ○つくった作品 ○発言 を大切に扱う

。表し方や材 り、場所を見付けて飾 にかかわり、 ○学習カード よう指導する

料・用具の ったりしながら、自分 自分なりに遊 ・自分なりの工

、生かし方等 や友だちの表現のよさ び方を考えた 夫がある遊び ○作品に対して

のよさを見 を味わう。 り、飾る場所 方、飾り方を 大きさ、形、

付け、表現 を選んだりす しているか。 色の組み合わ

の喜びを感 ○作品の中に入って動かし る。 ・友だちの作品 せに注目でき

じる。 たり、抱きかかえたり、 〈 －①〉 のよさを自分 るよう促す。d
風にかざしたりして遊ぶ ○友人や自分の なりに見付け。

表し方の違い ているか。

、○飾りたい場所を考え、そ に関心をもち

の場所に設置し、ながめ 美しさや面白

て楽しむ。 さの感じを話

したり伝えた

○友だちの作品について、 りする。

よさとして感じたことを

発表し合う。
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４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・願いをもとに想像をふくらませ、材料の変形、色の組み合わせを思い思いに発想してつくる。

（２）本時の位置 ３／４時

（３）展開案

過程 学 習 活 動 評価について 指導・援助

○前時を振り返りながら、本時の作 ○本時の取組みについて、 ○参考資料を掲示し、振り

品づくりについて、どのような工 工夫したいことをはっき 返りや作品への工夫に生

夫をしていくか確認する。 り話しながら決定する。 かせるようにしておく。

【 】関心・意欲・態度

導 ・切り込みをいれるところまではで ［発言、図工カード］ ○思いに合わせた効果的な

きているので、テープでつなげて ・友達の考えや参考資料か つくり方ができるよう

いきたい。 らそれぞれのよさを感じ に、ペアになって作業を

・色の組み合わせが決まったので、 取り、自分の表現に生か することや仮止めしてお

入 しっかりふくらませるように工夫 そうとする。 く方法などを指導する。

したい。

、 、 、袋の形をもとに つなぐ 切る

ふくらませる、色を組み合わせ

るなど表し方を工夫してつくろ

う。

＜ －①＞ ＜努力を要する児童に対すc
○切り込みを入れたり、つないで変 ◎粘着テープでつないだり る指導＞、

形したりするなど、自分の思いに カッターナイフで切った ・カッターナイフでの作業

展 合わせて、つくり方を工夫する。 りして、思いのままにつ は安全面に留意するよう

くり直したりしながら、 指導し、下に敷く物や袋

・伸ばしたい方向を考え、つなごう 表し方を工夫する。 の持ち方などを適切に行

とする双方の袋の幅が合うように えるようにする。

切ってつなげていく。 ［観察、作品、聞き取り］ ・思う方向に切るとき、袋

・つくり方を決め、用具を をまっすぐに張るとよい

・ふくらませたときの感じを確かめ 安全に使いながら、自分 ことを指導する。

ながら、空気の漏れがないように の思いに合った表現をし ・袋の口を閉じるとき、ね

工夫してつくっていく。 ようとしているか。 じって折り曲げ、ひもで

強く結ぶとよいことを指

開 表したい感じが表れるよ 導する。A
うに、道具や材料を思い ・荷作りテープやマーカー

のままに用い、その特徴 ペン、色紙など、使えそ

を生かしながらつくる。 うな用具、材料をあらか

じめ準備しておく。

◇本時の取組みを振り返りながら図 ○自分の取組を振り返った

ま 工カードに記入し、発表を通して り、友達の工夫のよさを ○図工カードの記入時に机

友達と交流する。 味わったりする。 間指導し、一人一人のが

と ・よい工夫をしている友達の様子を 鑑賞の能力 んばりが明確に記入され【 】

聞いて、次時の表現に向けて思い るよう援助する。

め を膨らませる。 ［発言、図工カード］ ・特に変化が見られた児童

・めあてについてがんばっ の工夫を紹介するととも

たことを図工カードに書 に、本時全体の授業姿勢

き、自分の工夫を話した のよい点を話し、よさが

り友達の話に関心をもっ 高まるようにする。

て聞こうとしているか。
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５ 評価の実際と個に応じる指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

〈ｃ－①〉

○粘着テープでつないだり、カッターナイフで切ったりして、思いのままにつくり、つくり直し

たりしながら、表し方を工夫する。

（２）評価の実際

評価の方法

［観察、作品、聞き取り］

・つくり方を決め、用具を安全に使いながら、自分の思いにあった表現をしようとしているか。

判断の事例

・ふくらませた袋をネコの頭に見立てることができ、カラー粘着テープを選んで、目や口の形に

切って貼るなど、自ら思いついた工夫を生かしながらつくっていたので、 と判断した。A
・はじめ、袋を上手くふくらますことができなかったが、口の閉じ方を指導・援助すると、徐々

にこつをつかみ、進んでつくり直していったので、 と判断した。B
・前時では、はさみやカッターナイフが上手く用いることができず指導・援助したが、なかなか

要領を得ることができずあきらめがちだったので、 と判断した。しかし、本時では、本人があC
きらめずに取り組み、思う形に切ることができるようになっていったので、 と判断した。B

（３）個に応じた指導の実際（ に達しなかった児童生徒に対して）B
・つまずきの傾向と指導の意図

前時の段階で に達していないと判断していた児童は、いずれも材料に対する興味や願う作品B
のイメージについては問題がないと判断していた児童ばかりである。しかし、道具や材料を用いて

、 。思うままにつくろうとしたとき 技法的に上手くいかないとすぐにあきらめてしまう傾向であった

そこで本時では「もう一度つくってみる 「他の方法を試してみる 「別のアプローチに変えて。」 。」

みる 」といった創造的な技能を働かせることができるよう、袋を切ったりふくらませたりすると。

きのこつや袋以外の様々な用具、材料を準備し、本時の指導・援助を行った。

・指導の実際

、 、 。 、まずはじめに どのような表現にしたいのか児童に対して投げかけ 思いを聞き取った そして

その表現を実現するために選び取っていた方法に対して「もう一度やればきっとできるよ 」と励。

ましたり 「こういうふうにしてみたらどうかな 」と他の方法を勧めてみたり 「袋でつくるなら、 。 、

こうするのもおもしろいよ 」と別のアプローチへと促したりした。。

・児童生徒の変容

一度やってみて上手くいかなかったことでも、何らかの形でやり直してみて改善されると児童は

心情的に願いに対する希望がもて、指導・援助の手から離れて何とか自分の手で最後までやろうと

いう姿に変容してきた。またさらに 「よかったね 「上手くいったね 」ときめ細かく認めをし、 。」 。

ていくことでますますつくることに集中していく姿に高まっていった。


